


玉
川
村
体
育
協
会
表
彰�

　
各
種
大
会
な
ど
で
活
躍
し
、
本
村
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す

る
、
平
成
18
年
度
玉
川
村
体
育
協
会
表

彰
式
が
２
月
22
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体

育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
の
受
賞
者
は
、
優
秀
指
導
者
賞
が

１
名
、
優
秀
選
手
賞
が
13
名
と
５
団
体
。�

　
式
で
は
、
玉
川
村
体
育
協
会
の
溝
井
賢

一
郎
会
長
が
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
、「
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
チ
ー
ム
メ
ー
ト
、
家
族
な
ど
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
車
田
次
夫
村
長
、
須
田
福
広

議
会
議
長
、
吉
田
敬
一
教
育
委
員
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
優
秀
選

手
賞
を
受
賞
し
た
大
越
和
彦
さ
ん
が
、「
こ

の
受
賞
を
機
に
日
々
練
習
を
重
ね
、
こ
れ

か
ら
も
本
村
振
興
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

玉川村体育協会表彰受賞者�

玉川ミニバスケットボールスポ少のコーチと
してチームのレベルアップに努め、各大会で
上位入賞へと導く�

県極真空手道選手権大会組手の部準優勝ほか�

県総合体育大会ハンドボール競技優勝ほか�

県総合体育大会ハンドボール競技優勝ほか�

東北地区高等学校野球福島大会準優勝�

中体連石川支部陸上競技大会100ｍ競技優勝ほか�

中体連石川支部駅伝大会準優勝�

中体連県南総合大会柔道競技団体の部、個人の部優勝�

中体連県南総合大会柔道競技団体の部、個人の部優勝ほか�

中体連県南総合大会柔道競技団体の部優勝ほか�

中体連県南総合大会柔道競技団体の部、個人の部優勝ほか�

中体連石川支部陸上競技大会走高跳競技優勝ほか�

石川剣道連盟大会優勝ほか�

石川剣道連盟大会優勝ほか�

石川地方バレーボール大会優勝ほか�

平田村剣道大会優勝ほか�

中体連石川支部駅伝大会準優勝�

中体連石川支部春季野球大会優勝�

県優勝大会準優勝ほか�

　
平
成
18
年
度
玉
川
村
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
表
彰
式
は
、
３
月
２
日
に
た
ま
か

わ
文
化
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、

文
化
活
動
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、

各
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
な

ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、
文
化
功
労
賞
が
３
名
、
文

化
優
秀
賞
が
18
名
と
１
団
体
で
、
玉
川

村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
石
井
庄
八
会

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
後
、
石
井
会
長
は
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
を
機
に
こ

れ
か
ら
も
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
受
賞
者
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
続

い
て
車
田
次
夫
村
長
、
須
田
福
広
議
会
議

長
、
吉
田
敬
一
教
育
委
員
長
が
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
三
吉

重
敬
さ
ん
が
、「
こ
の
受
賞
を
契
機
に
文

化
の
薫
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
ま
す
ま
す
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

玉川村文化団体連絡協議会表彰受賞者�

念仏踊りの指導者として長年にわたり尽力�

郷土史研究会の役員として長年にわたり尽力�

大正琴の玉川こぶし会発足当時よりリーダーとして活躍�

県二本松菊花展において農林水産大臣賞受賞ほか�

県二本松菊花展において厚生労働大臣賞受賞ほか�

詩吟の県吟詠コンクールで優勝し全国大会出場�

全日本合唱コンクール全国大会に出場し金賞受賞ほか�

全日本吹奏楽コンクール東北大会に出場し金賞受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（デザイン）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（工芸）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（工芸）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（絵画）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（工芸）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（デザイン）で特選受賞�

県中学校生徒造形作品秀作審査会（工芸）で特選受賞�

県小中学校音楽祭に出場し銀賞受賞�

県青少年育成県民会議家庭の日絵画コンクールで優秀賞受賞�

県青少年育成県民会議家庭の日作文コンクールで優秀賞受賞�

県児童作文コンクールで準特選受賞�

ＷＥ ＬＯＶＥ トンボ絵画コンクールで銅賞受賞（全国表彰）�

三汀賞俳句小学生の部で佳作受賞�

県青少年育成県民会議家庭の日作文コンクールで最優秀賞受賞�

玉
川
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
表
彰�



４
月
８
日
に
は
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、４
月
22
日
に
は
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
、玉
川
村
長
選
挙
、玉
川
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。�

く
わ
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
投
票
日�

　
４
月
８
日
（日）�

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時�

▼
期
日
前
・
不
在
者
投
票�

期
間 : 

３
月
31� 

（土）
〜�

　
　
　
　
　
　
４
月
７
日
（土）�

　
場
所 : 

役
場
北
庁
舎
会
議
室�

時
間 : 

午
前
８
時
30
分
〜
　
　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時�

▼
投
票
で
き
る
方�

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方�

①
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方�

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
玉
川

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
（
転

入
の
場
合
は
平
成
18
年
12
月

29
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出

し
た
方
）�

※
た
だ
し
、
村
内
に
居
住
の
事

実
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す�

▼
投
票
日�

　
４
月
22
日
（日）�

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時�

▼
期
日
前
・
不
在
者
投
票�

期
間 : 

４
月
６
日
（金）
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
21
日
（日）�

　
場
所 : 
役
場
北
庁
舎
会
議
室�

　
時
間 : 
午
前
８
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時�

▼
投
票
で
き
る
方�

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方�

①
昭
和
62
年
４
月
23
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方�

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
玉
川

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
（
転

入
の
場
合
は
平
成
19
年
１
月

４
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出

し
た
方
）�

※
た
だ
し
、
村
内
に
居
住
の
事

実
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す�

▼
投
票
日�

　
４
月
22
日
（日）�

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時�

▼
期
日
前
・
不
在
者
投
票�

　
期
間 : 

４
月
18
日
（水）
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
日
（土）�

　
場
所 : 

役
場
北
庁
舎
会
議
室�

　
時
間 : 

午
前
８
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
８
時�

▼
投
票
で
き
る
方�

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方�

①
昭
和
62
年
４
月
23
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方�

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
玉
川

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
（
転

入
の
場
合
は
平
成
19
年
１
月

16
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出

し
た
方
）�

※
た
だ
し
、
村
内
に
居
住
の
事

実
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す�

投票に�
あたって

は・・�投票に�
あたって

は・・�

�入場券を忘れずに�

　「投票所入場券」が
郵送されますので投票
の際には必ずお持ちく
ださい。�

�期日前投票のご利用を�

　投票日当日に投票で
きない方は、期日前投
票をご利用ください。�

�病院、施設に入院
（入所）の方は�

　指定されている病
院、施設に入院（入所）
中の方は、病院、施設
へ申し出いただければ
不在者投票をすること
ができます。�

�郵便等による不在者
投票については、下の
表をご覧ください。�

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保

険被保険者証をお持ちの方で、障害の程度や要

介護状態が『表１』に該当する方は、郵便等に

よる不在者投票ができます。選挙管理委員会に『郵

便等投票証明書』の申請をして証明書の交付を

受けることにより、お住まいの場所から郵送で

不在者投票ができます。また、上肢または視覚

の障害の程度が『表２』に該当する方は、代理

記載人が代わりに記載して投票することができ

ます。なお、事前に手続きが必要ですので、お

早めに問い合わせください。�

◆問い合わせ�

　玉川村選挙管理委員会(総務課内)�

　　57－4621

　今年度４回目の３歳児健診が、
１月19日に保健センターで行われ
ました。�
　この中で、歯科検診の結果、虫
歯が一本もなかったよい歯の子ど
もたちをご紹介します。�

(　)は保護者と地区名�

―よい歯の子どもたち―�

曲山　佳那ちゃん�
（知宏・川辺）�

藁谷　友花ちゃん�
（好美・南須釜）�

立石　杏奈ちゃん�
（進・川辺）�

小林　貴裕くん�
（一裕・竜崎）�

小針　あいちゃん�
（節男・川辺）�

矢部　胡蝶ちゃん�
（修・川辺）�

坂本　茉裕ちゃん�
（茂明・川辺）�

小林衿里奈ちゃん�
（友樹・中）�

記録に挑戦！�―― 南須釜で縄跳び大会 ――�

　玉川村青少年育成村民会議南須釜地区推進協議会の主催による
第21回縄跳び大会が、２月25日に玉川村体育センターで行われ、
村内各地から出場した選手、約120名が記録に挑戦しました。�
　大会は、学年や年齢などにより分かれたクラス別で行われました。�
　クラス別を含めた総合での結果は、須釜小の阿部淳之介君が、
2,933回を跳んで優勝しました。阿部君は、昨年は惜しくも準優勝
でしたので、今年、みごと雪辱を晴らした結果となりました。�
　全体の成績は次のとおりです。�

  

ク
ラ
ス
別（
優
勝
者
の
み
）�

�

就 

学 

前
　
小
原
　
佑
輔
（
す
が
ま
幼
）�

１ 

年 

生
　
阿
部
　
翔
太（
須
釜
）�

２ 

年 

生
　
増
子
　
　
博（
玉
一
）�

３ 

年 

生
　
阿
部
淳
之
介（
須
釜
）�

４ 

年 

生
　
小
林
夕
里
子（
玉
一
）�

５ 

年 

生
　
須
藤
　
　
南（
川
辺
）�

６ 

年 

生
　
増
子
　
勝
一（
玉
一
）�

中 

学 

生
　
大
野
　
拓
磨（
須
釜
）�

24
歳
未
満
　
大
木
　
一
弘�

25
〜
39
歳
　
金
子
　
明
弘�

40
〜
49
歳
　
車
田
　
栄
子�

50
〜
59
歳
　
吉
村
　
文
雄�

60
歳
以
上
　
小
原
　
重
孝�

二
重
跳
び
・
小
学
３
年
以
下�

　
　
　
　
　
小
針
　
彩
可（
川
辺
）�

二
重
跳
び
・
小
学
４
年
以
上�

　
　
　
　
　
原
　
　
潤
弥（
川
辺
）�

  

総
　
　
　
合�

�

優
　
　
勝
　
阿
部
淳
之
介�

（
２，
９
３
３
回
）�

準 

優 

勝
　
須
藤
　
　
南�

（
２，
８
７
２
回
）�

３
　
　
位
　
小
林
夕
里
子�

（
１，
４
９
０
回
）�

公
立
岩
瀬
病
院
か
ら�

　
　
　
お
知
ら
せ
で
す�

  

４
月
か
ら
紹
介
・
予
約
外
来
へ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
で
は
４
月
１
日

か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
で
の
初
診

を
勧
め
、
外
来
診
療
は
原
則
と
し

て
紹
介
、
予
約
患
者
に
限
定
し
て

い
き
ま
す
。�

　
な
お
、
小
児
科
外
来
は
除
き
ま

す
。�

  

面
会
時
に
は
「
許
可
証
」
を�

　
３
月
１
日
か
ら
入
院
患
者
へ
の

面
会
方
法
が
次
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
し
た
。�

◇
面
会
時
間
　
午
後
１
時
〜
８
時�

◇
面
会
方
法
　
面
会
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
面
会
許
可
証
を
受
取

っ
て
く
だ
さ
い
。�

  

ご
家
族
の
方
は
「
家
族
証
」
を�

　
入
院
患
者
の
ご
家
族
の
方
に
は
、

入
院
時
に
家
族
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。
病
院
内
で
は
こ
の
家
族
証
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

※
面
会
許
可
証
の
な
い
人
は
面
会

を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
な
お
、
病
棟
に
お
い
て
面
会
許

可
証
等
を
着
用
し
て
い
な
い
人
を

見
か
け
た
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

上
、
職
員
が
用
件
等
を
お
尋
ね
し

ま
す
の
で
、
必
ず
面
会
許
可
証
等

を
着
用
く
だ
さ
い
。�

�



　玉川剣友会（鈴木義一会長）主催による歌川杯剣
道大会が、２月25日に玉川村民体育館で開催さ
れ、玉川、須釜の両少年剣友会、泉、須釜の両
中学校などから25人が出場、東軍、西軍に分か
れての勝ち抜き戦で勝敗を競いました。�
　同大会は、元須釜中学校の教師で、本村の剣
道発展の礎を築いた歌川治央さんの優勝杯を争
う大会で、今年で15回目となります。結果は、
終始白熱した戦いとなりましたが、東軍の勝利
となりました。�

玉川村スポーツ少年団では、現在団員、�
及び指導者を募集しています。�

剣道スポーツ少年団�

ソフトボールスポーツ少年団�

ミニバスッケットボールスポーツ少年団�

柔道スポーツ少年団�

サッカースポーツ少年団�

さわやかな秋晴れのもと、玉川路を疾走するランナー�

交通安全メッセージを読み上げる山崎会長�

３
世
代
が
事
業
を

通
し
て
ふ
れ
合
う�

　
本
村
で
は
、
川
辺
、
竜
崎
地
区
に
続
い

て
３
地
区
目
と
な
る
、
須
釜
地
区
の
下
水

処
理
施
設
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
１
月
30
日
に
通
水

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
17

年
度
よ
り
、
ま
た
管
路
工
事
に
つ
い
て
は

平
成
13
年
度
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
処
理
対
象
人
口
は
１，
２
１

０
人
と
な
っ
て
お
り
、
南
須
釜
、
北
須
釜

の
一
部
の
地
域
を
対
象
地
区
と
し
ま
す
。�

完成した処理施設�

テープカットで完成を祝う関係者�

中学校にＡＥＤ贈る�

創立10周年を盛大に祝う�

創立15周年で玉川ＬＣ�

　玉川ライオンズクラブ（小原良雄会長）では、この
ほど泉、須釜の両中学校にＡＥＤ（自動対外式除細動
器）を寄贈しました。�
　今回の寄贈は、創立15周年記念事業の一環として
行われたもので、村長室で行われた贈呈式で、小原会
長から泉中の小針淳君、須釜中の杉山春花さんに目録
が手渡されました。代表で小針君が「もしもの時に備
えて大切に管理します」とお礼を述べました。�

世
代
間
交
流
事
業
開
催�

　玉川ミニバスケットボールスポーツ少年団の、創立
10周年記念式典が１月27日、マーヴェラス末広で
開催され、団員や卒団生、関係者など約60人が出席
し、盛大に10年の節目を祝いました。�
　同スポ少は平成８年に設立。当初は試合でなかなか
勝利することができなかったチームも、この10年で
県内トップレベルにまで成長し、３月には東北大会に
出場します。�

玉川ミニバススポ少で記念式典�

　
村
内
の
各
地
域
で
、
子
供
育
成
会
な
ど

が
主
催
す
る
世
代
間
交
流
事
業
が
行
わ
れ
、

３
世
代
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
通
し
て
ふ

れ
合
い
ま
し
た
。�

　
南
須
釜
子
供
育
成
会
主
催
の
同
事
業
は
、

１
月
28
日
に
須
釜
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
と
ん
汁

を
作
る
グ
ル
ー
プ
と
横
笛
を
作
る
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
、
最
後
ま
で
力
を
合
わ
せ
て
作

業
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

本
村
３
地
区
目
の

処
理
施
設
完
成�

須
釜
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設�

記念式典であいさつをする玉川ミニバススポ少車田悦夫団長�

お年寄りに横笛の作り方を教えてもらう参加者�

目録を手渡す玉川ライオンズクラブの皆さん�

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所出張相談日程表�
場所�

月�

4月� 19日（木）� 26日（木）� 10：00～　�
15：00

石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室�

開催時間�

　
国
民
年
金
は
国
が
運
営
す
る
公
的
年
金

で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
て
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
は
、
義
務
で
あ
り
権
利
と
な

っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
終
身
年
金
な

の
で
、
受
給
開
始
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
基
礎
年
金
の
１
／
３
を
国
が
補
助
す

る
の
で
、
現
在
20
歳
の
方
も
平
均
的
に

長
生
き
す
れ
ば
、
納
付
し
た
保
険
料
額
の

１
・
７
倍
以
上
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
学
生
の
方
に
は
う
れ
し
い
特
例
も�

　
学
生
の
方
は
、
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学

生
が
対
象
と
な
り
、
家
族
の
所
得
は
問
い

ま
せ
ん
。�

　
30
歳
未
満
な
ら
後
払
い
も
Ｏ
Ｋ�

　
30
歳
未
満
の

方
は
、
収
入
が
一

定
額
以
下
で
あ
れ

ば
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
免

除
制
度
を
利
用
で

き
な
い
方
は
、
こ

の
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。�

�

白熱した戦いが展開された大会�
後方は主審を務める歌川さん�



１．身体的虐待　①殴る、ける、たばこの火を押し付け
るなど身体に傷を負わせる　②生命に危機のあるよう
な行為をする、などです。�
２．心理的虐待　①ひどい言葉で子どもの心を傷つける
ことを繰り返し言う　②極端に無視したりすることに
よって子どもを情緒的に不安定にしたり、心理的な傷
を負わせる　③他のきょうだいと著しく差別的な扱い
をする　④子どもの前で家庭内暴力を行う（子どもへ
の被害が間接的なものも含む）など、心理的に傷つけ
る行為です。�

３．ネグレクト（保護の怠慢、拒否）　①子どもの発育、
健康に必要な衣食住の世話をせずに放置する　②病気
やけがをしても病院に連れて行かない　③乳幼児を家
に置いたまま、たびたび外出する　④極端に不潔な環
境で生活させるなど、健康状態や安全をそこなう行為
です。保護者以外の同居人による子どもの虐待行為は、
保護者のネグレクトです。�
４．性的虐待　①性的ないたずらをする　②子どもへの
性交や性的行為を強要する　③性器や性交
を見せるなどの行為をする、などです。�
�

このような虐待を見たり聞いたりした場合は、次のような機関にご相談ください。�
○保健所　○保健センター　○児童相談所　○保育所　○幼稚園　○民生委員 など�
玉川村児童家庭相談専用ダイヤル　080－5220－4623

　こどもは守られるべき存在です。本来、子どもを守るべき立場にある親や、親に代わる
保護者が、子どもの心身の健康状態をそこねる養育を行う「子ども虐待」が深刻な問題に
なっています。子ども虐待には、大きく分けて次の４つのタイプがあります。�

国
税
専
門
官
募
集�

�

　
次
に
よ
り
国
税
専
門
官
採
用
試

験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。�

▼
受
験
資
格�

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者�

②
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
大
学
を
卒
業
し

た
者
、
及
び
平
成
20
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
、
ほ
か�

▼
受
付
期
間�

４
月
２
日
〜
13
日�

（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日

　
消
印
付
有
効
）�

▼
受
験
申
込
書
配
布
場
所�

　
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国

税
局
、
人
事
院
東
北
事
務
局
で

配
布
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係�

　
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://w
w
w
.sendai.nta.go.jp�

�

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ�

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い

ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
）
を
次
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。�

《
Ⅰ
種
試
験
》�

▼
受
付
期
間
　
４
月
２
日
〜
９
日

（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日
消

　
印
有
効
）�

《
Ⅱ
種
試
験
》�

▼
受
付
期
間
　
４
月
13
日
〜
24
日

（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日
消

　
印
有
効
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試

験
係�

　
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

 http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

�

平
成
　
年
歌
会
始
の
お

題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進

に
つ
い
て�

▼
お
題�

「
火
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

火
に
は
例
え
ば
、
と
も
し
び
（
灯

火
）、
ほ
む
ら
（
火
群
）
な
ど

の
用
例
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

「
火
」
の
文
字
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。�

▼
詠
進
要
領�

　
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
用
紙

は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
毛
筆

で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詠
進
の
期
間�

９
月
30
日
ま
で�

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）�

▼
郵
便
の
あ
て
先�

「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１
　
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。�

▼
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

http://www.kunaicho.go.Jp/12/d12-08.html�

�

引
越
相
談
所
を
開
設�

�

　
引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な

る
３
月
、
４
月
の
２
カ
月
間
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る
福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
引
越

相
談
所
を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に

よ
る
引
越
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用

し
て
の
引
越
や
、
引
越
に
伴
う
種
々

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

▼
引
越
相
談
所
の
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部�

　
０
２
４
―
５
５
８
―
７
７
５
５�

▼
引
越
相
談
受
付
日
時�

　
祝
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時�

��

―― 大越スイさん賀寿贈呈式から ――�

　
今
回
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
る
『
栄
養
改
善
教
室
』
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
10
月
か
ら
３
月
ま
で
７
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
者
の
栄
養
と
い
う
と
、
65
歳
を

過
ぎ
た
頃
か
ら
食
べ
る
量
が
徐
々
に
減
り
、

好
み
も
あ
っ
さ
り
と
し
た
も
の
へ
と
変
わ

る
た
め
、
高
齢
に
な
っ
た
ら
粗
食
が
良
い

よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
歳
を

重
ね
れ
ば
余
計
に
体
を
つ
く
る
源
に
な
る

『
た
ん
ぱ
く
質
』
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
こ
の
教
室
で
は
栄
養
士
の
指

導
の
も
と
、
自
分
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
『
た
ん
ぱ
く
質
』
や

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
が
不
足
せ
ず
に
食
べ
ら

れ
る
か
を
、
実
習
や
話
し
合
い
を
通
し
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
料
理
と
い
う
と
、
今

ま
で
は
女
性
の
参
加
者
ば
か
り
で
し
た
が
、

今
年
は
男
性
の
方
が
３
人
も
参
加
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

�

参
加
者
の
感
想
（
男
性
）�

　
家
で
も
、
体
に
良

い
と
思
う
も
の
は
自

分
で
作
っ
て
食
べ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
教

室
に
参
加
し
て
た
ん

ぱ
く
質
の
と
り
方
を

学
び
、
家
で
も
な
る

べ
く
ま
ん
べ
ん
な
く

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
色
々
な
お

か
ず
を
作
っ
た
り
大
変
楽
し
い
で
す
。
気

に
入
っ
た
お
か
ず
は
家
で
何
度
も
作
っ
て

み
ま
し
た
。�

�

【 

献
立
の
一
例 

】�

◎
た
ん
ぱ
く
質
が
十
分
と
れ
る�

　
　
　
　『
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
』�

〈 

材
料
・
４
人
分 

〉�

▽
と
り
も
も
肉
・
・
・
・
・
３
２
０
ｇ�

▽
漬
け
汁�

　
○
無
糖
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
・
１
０
０
ｇ�

　
○
お
ろ
し
生
姜
・
・
・
・
小
さ
じ
１�

　
○
お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
・
・
小
さ
じ
１�

　
○
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
・
・
・
少
々�

　
○
カ
レ
ー
粉
・
・
・
・
・
小
さ
じ
２�

▽
油
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
さ
じ
１�

〈 

作
り
方 

〉�

①
漬
け
汁
の
材
料
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
よ
く
ま
ぜ

る
。
好
み
で
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
い
れ
て
も
お
い

し
い
で
す
。�

②
肉
を
ひ
と
口
大
に
切
り
、
①
に
３
時
間
く
ら
い
漬

け
こ
む
。�

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
い
て
タ
レ
を
つ
け
た
ま
ま

色
よ
く
焼
く
。�

※
前
日
に
作
り
、
漬
け
て
お
く
と
一
層
お
い
し
く
な

り
ま
す
。�

※
と
り
肉
以
外
、
豚
肉
、
魚
の
切
り
身
で
も
お
い
し

い
で
す
。�

〈 

ポ
イ
ン
ト 

〉�

○
肉
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
か
ら
十

分
な
た
ん
ぱ
く
質
が
と
れ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
か
ら
は
骨
を

丈
夫
に
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

○
カ
レ
ー
粉
、
生
姜
、
ニ
ン

ニ
ク
を
使
う
こ
と
で
食
欲

増
進
が
図
ら
れ
ま
す
。�

�

�

20



　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

竜 　 崎 � 小 林 　 正 幸 �さん�

須釜芸能会会長  飯島 三郎 さん�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

小　　高�

竜　　崎�

森 　 　 ト ミ �

小 林 　 セ イ �

トミ�

正幸�

（２月届出分）�

（２月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

川　　辺�

岩 法 寺�

竜　　崎�

　〃 　�

　〃 　�

　吉 　�

山 小 屋�

曲 山 　 直 央 �

大 竹 み な み �

小 林 　 瑠 菜 �

緑 川 　 澄 海 �

湯 澤 　 悠 人 �

森 　 　 悠 喜 �

大 和 田 颯 馬 �

知宏�

豊彦�

悟�

久�

光勝�

隆義�

昌之�

　　　　ま　　お�

�

　　　　る　　な�

　　　　す　  かい�

　　　  ゆう　  と�

　　　  はる　  き�

　　　  そう　  ま�

永
年
の
労
苦
を
知
れ
ば
父
上
に
寄
り
添
う
母
の
笑
顔
は
絶
え
ず�

�

芋
の
柄
皮
ひ
き
な
が
ら
の
子
守
歌
愚
図
る
赤
子
に
雪
虫
の
飛
ぶ�

�

晴
れ
た
日
は
一
人
散
歩
の
畦
を
ゆ
く
日
和
に
秋
の
陽
炎
が
立
つ�

�

秋
の
マ
ラ
ソ
ン
一
年
生
で
入
賞
す
曾
孫
の
顔
に
雲
光
る
見
ゆ�

�

廃
屋
の
屋
根
よ
り
高
く
柿
熟
れ
て
去
り
に
し
人
の
夢
描
き
お
り�

�

年
忘
れ
酒
酌
み
交
す
諸
々
の
笑
顔
溢
れ
て
一
年
の
清
算
に�

�

川
崎
　
雄
子�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

豆

撒

く

や

闇

の

扉

を

開

け

放

ち�

節
分
や
追
わ
れ
る
子
鬼
泣
き
寝
入
り�

初

午

や

昼

餉

の

膳

の

小

豆

飯

�

待

針

の

色

鮮

や

か

に

春

立

ち

ぬ�

日
脚
伸
ぶ
心
の
ゆ
と
り
生
ま
れ
き
て�

一

叢

の

福

寿

草

咲

く

破

れ

垣

�

春

浅

し

母
と
な

り

た
る
子
の
強

き�

物

言

わ

ぬ

貌

や

非

情

の

虎

落

笛

�

仁�

由
記�

真
知�華�

今
朝�公�

美
枝�

仁
美�

（前月比）�
1 , 9 7 9  戸 �

7 , 5 1 5  人 �

3 , 7 4 1  人 �

3 , 7 7 4  人 �

（＋ 5 戸 ）�

（＋1 6 人 ）�

（＋ 8 人 ）�

（＋ 8 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

ひ
と
む
ら�

も

が

り

ぶ

え

�

�

防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集�

　
今
年
も
10
月
に
全
国
一
斉
に
全

国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
に
向
け
て
、
次
に

よ
り
防
犯
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
部
門�

　
○
小
学
生
の
部
○
中
学
生
の
部�

　
○
高
校
生
・
一
般
の
部�

▼
課
　
題�

◇
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯

罪
防
止
◇
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

防
止
◇
痴
漢
等
に
よ
る
性
犯
罪

被
害
防
止
◇
少
年
の
非
行
防
止

（
健
全
育
成
）
◇
薬
物
乱
用
防

止
◇
暴
力
団
追
放�

▼
募
集
作
品
・
規
格�

《
ポ
ス
タ
ー
》�

◇
Ｂ
３
判
、
Ａ
２
判
相
当
で
横

書
き
◇
作
品
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
は
入
れ

な
い
◇
作
品
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
（
学
校
名
・
学
年
）
を

記
入
◇
未
発
表
の
も
の�

《
標
　
語
》�

◇
は
が
き
大
の
も
の
に
タ
テ
書

き
◇
作
品
に
住
所
・
氏
名
・
（
学

校
名
・
学
年
）
を
併
記
◇
一
枚

の
用
紙
に
一
点
の
み
記
入�

▼
応
募
締
め
切
り�

　
５
月
25
日
ま
で�

▼
そ
の
他�

◇
優
秀
な
作
品
は
全
国
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。�

◇
交
通
に
関
す
る
も
の
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。�

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
警
察
署
生
活
安
全
係�

　
　
26
―
２
１
９
１�

�

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら�

　
近
年
、
交
通
事
故
の
態
様
も
複

雑
化
し
、
解
決
に
お
困
り
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
本
損

害
保
険
協
会
で
は
、
そ
ん
な
方
の

た
め
に
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
な
ら
び
に
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無

料
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。�

▼
相
談
日
時�

　
祝
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日�

　
午
前 : 
９
時
〜
12
時�

　
午
後 : 
１
時
〜
５
時�

▼
弁
護
士
相
談
日�

　
毎
週
木
曜
日
（
予
約
制
）�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
福

島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー�

　
（
福
島
市
栄
町
10
―
21
）�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
１
２
９
５�

�

―― 歌川杯剣道大会から ――�

　３月１日から、国際線の航空機の客室内に持ち込める液体物（ジェル及びエアゾール含む）が制限されました。�

①あらゆる液体物は、100�以下（栄養ドリンクの容器が目安）の個々
の容器に入れる。�
②それらの容器を１�以下のジッパー付き無色透明プラスチック製袋に
余裕をもって入れる。（右図参照）�
③旅客１人当たり１袋まで、手荷物検査場において検査トレーに入れて、
検査員に提示する。�
※袋は出発前に各自で準備してください。�
※袋に入りきらない液体物は、スーツケースなどに入れて航空会社カウ
ンター等に預けてください。�
※機内で必要な医薬品、ベビーミルク等は検査員に申告のうえ、別途持
ち込みが可能です。�

　保安検査の効率化、混乱防止のため、また海外においては出発した国の規制を受けることから、可能な限りス
ーツケース等の中に入れ、チェックイン時に航空会社カウンター等に預けてくださるようお願いします。その他
詳細については次のホームページをご覧ください。�
　福島県空港管理グループ　http://www.pref.fukushima.jp/kukou/�
　福島空港　　　　　　　　http://www.fks-ab.co.jp/

�

――縄跳び大会から ――�

　平成19年度の固定資産税に係る帳簿の縦覧�
を次のとおり行います。�
期間　４月２日～５月25日（平日のみ）�
時間　午前８時30分～午後５時�
場所　役場住民税務課内�
問い合わせ　住民税務課　　57－4622



燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

�
�
�
�
�
�
(休医)味原医院�

(玉川村)

��
�
�
�
�
�
(休医)大野診療所�

(石川町)

�

��
�
�
�
�
�
(休医)浅川南診療所�

(浅川町)

小中学校入学式�
(元)健康たいそう教室(3B)�

(9:30文体)

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)�

１歳６カ月児健診�
(13:00保セ)�

９～10カ月児健診�
(13:30保セ)�

献血�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

(元)ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ教室�
(13:30文体)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

３歳児健診�
(13:00保セ)�

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

(元)ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ教室�
(13:30文体)

昭和の日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

�泉保育所入所式�
ナイター開放�

(18:30村グ)

�

�

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)

��

ナイター開放�
(18:30村グ)

幼稚園入園式�

すくすくクラブ�
(10:00保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

育児教室�
(13:30保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

�

�

振替休日�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

�

○(休医)・休日当番医�
○(元)・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

　
南
須
釜
の
大
越
ス
イ
さ
ん
が
、

２
月
12
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
同
日
、
福
島
県
知
事
賀

寿
と
玉
川
村
長
賀
寿
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
大
越
さ
ん
は
、
現
在
、
自
宅
で

元
気
に
生
活
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ

で
相
撲
や
ド
ラ
マ
を
見
る
の
が
楽

し
み
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
な
み

に
長
生
き
の
秘
け
つ
は
「
よ
く
食

べ
て
、
よ
く
寝
る
こ
と
」
だ
そ
う

で
す
。�

　
大
越
さ
ん
は
、
百
歳
に
な
っ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
少
子
化
対
策

に
と
村
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま

し
た
。�

ひ孫の歩美ちゃんと玄孫の美輝くんから�
花束を贈られたスイさん�

30


